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[目的]

近年、様々な自発呼吸を作成可能なモデル肺

が呼吸器の性能を見るために作られているが、

その性能や機能について、均ーな方法で検討さ

れたことはない。今回、自発呼吸を作成可能な

モデル肺KL330(川重防災工業)を得る機会が

あったので、 その性能の検討を試みた。

[方法1

KL330の使用は、設定項目として流量波形、

Pmus、な 1--り時間、立下り時間、吸気時間、呼

吸回数、コンブライアンス、抵抗がある。また、

一回換気111、気道圧力、流夜、肺!泡11，、?Ful度等

が嬢続するパー ソナルコンピュータにて表示日j

能である《このKL330の後続部分に 7ローセン

サー(Pneumotachometer)とl上トランスデュー

サーを取り付け、その性能の比較検討のために、

今まで我々の施設で使用 してきた Custom-made

bellows-in-a-boxモデル肺(ダブルベローズ)を対

照として用いた。そして、 1:モデル肺における、

各種パラメータ(呼吸回数、吸気時間、吸気流

量、吸入圧)の最大能力、 2:モデル肺の自発呼

吸一回換気量を一定にし、①コンブライアンス

②抵抗③流量を変化 した時の一回換気量、流

量、気道圧力の表示値の精度、 3:設定コンブラ

イアンスの精度、を評価した。

[結果]

各パラメータの最大値は、カタログに表示さ

れている値に近い実視IJ値を示したが、その時の

コンブライアンス、抵抗の設定条件は各パラ

メータ毎に異なっていた。このうち最大吸気流

量について、ダブルベローズと比較すると、約

3倍の流量を作り出す能力があることが分かつた。

また、 その最大吸気流量の設定にて、設定抵抗

を増や していくと、抵抗の増大に相関して流量

は減少した。次に、自発呼吸一回換気量を一定

にし、設定コンブライアンスと抵抗を変化させ

た時には、表示一回換気量は実視Ij値とほぼ等し

くなったが、流量;は設定毎にばらつきがあり、

一回換気I1!はどは精存在な伸一Iを示さなかった。こ

れは設定流 IfI.を変化させたl侍も同様であった】

設定コンブライアンスを 40と80(cmH20/mL) 

に設定した時の'支測コンブライアンスは、それ

ぞ、れ48と92(cmH20/mL)であった。

[結語]

①モデル肺KL330の性能は、実用上充分な機

能をもつが、吸気流量は実際の計測時にはカタ

ログ値よりも低い値を示す。②換気量はモデル

肺の条件を変えてもほとんど変化しなかったが、

流量の設定値はそこまでの精度がないので実測

すべきである。①実現Ijコンブライアンスは、 設

定値より 15-21%大きな値を示した。
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